
か
つ
て
真
田
氏
が
統
治
し
た
群
馬
と
長
野
。

両
県
を
結
ぶ「
真
田
街
道
」に
沿
って

真
田
ゆ
か
り
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
る
。

も
ち
ろ
ん
温
泉
や
ア
ウ
ト
ド
ア
も
忘
れ
ず
に
。

い
ざ
、真
田「
丸
ご
と
」楽
し
む
旅
へ
。

群
馬
夏
の
陣
、幕
開
け
じ
ゃ
ー
！

ハイエースでゆく
Nipponにっぽん

自遊旅群馬
真田街道文=湯目由明　写真=佐藤亮太

真田を追って上州へ
手柄取ったり！ 群馬旅
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河
ド
ラ
マ
の
放
映
前
に
ひ
と
足
早

く
真
田
氏
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
34

号
の
「
長
野
上
田
の
旅
」。
ド
ラ
マ
で
は

徳
川
、
北
条
、
上
杉
、
豊
臣
と
い
っ
た
名

だ
た
る
戦
国
大
名
を
相
手
に
、
東
信
濃
の

一
国
衆
に
過
ぎ
な
か
っ
た
真
田
一
族
が
強

い
存
在
感
を
示
し
、
巧
み
な
戦
略
と
家
族

の
固
い
絆
で
乱
世
を
生
き
抜
く
姿
が
、
歴

史
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
筆
者
の
よ
う
な

視
聴
者
に
も
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
描
か

れ
、
話
題
性
に
富
ん
だ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

も
手
伝
い
、
高
視
聴
率
を
キ
ー
プ
す
る
。

　

真
田
氏
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
、
ド
ラ

マ
の
主
人
公
で
あ
る
真
田
幸
村
（
信
繁
）

の
父
、
真
田
昌
幸
が
築
い
た
上
田
城
。
周

囲
を
掘
と
土
塁
で
囲
み
、
出
入
り
口
に
石

垣
を
積
み
上
げ
た
シ
ン
プ
ル
な
構
造
な
が

ら
、
徳
川
の
大
軍
を
わ
ず
か
15
分
の
１
の

兵
力
で
二
度
に
わ
た
っ
て
退
け
た
、
難
攻

不
落
の
城
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

本
拠
の
東
信
濃
か
ら
上
州
に
も
勢
力
を

伸
ば
し
た
真
田
氏
の
、
軍
事
上
の
重
要
ル

ー
ト
が
長
野
県
の
上
田
市
か
ら
日
本
一
の

キ
ャ
ベ
ツ
産
地
と
し
て
有
名
な
群
馬
県
嬬

恋
村
を
経
て
沼
田
市
を
結
ぶ
国
道
１
４
４

／
１
４
５
号
線
、
通
称
「
真
田
街
道
」
だ
。

　

沿
線
に
は
山
の
中
腹
に
築
か
れ
た
岩
櫃

城
や
、
利
根
川
な
ど
の
浸
食
で
出
来
た
河

岸
段
丘
の
地
形
を
生
か
し
要
害
の
城
と
し

て
築
か
れ
た
名
胡
桃
城
な
ど
、
真
田
ゆ
か

り
の
史
跡
が
点
在
。
そ
れ
ら
を
巡
り
な
が

ら
真
田
氏
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
に
出
た
。

　

南
北
朝
の
こ
ろ
に
築
城
さ
れ
、
武
田
氏

と
上
杉
氏
の
覇
権
争
い
で
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
岩
櫃
城
跡
の
あ
る
東
吾
妻
町
。

武
田
信
玄
が
上
州
攻
略
の
た
め
に
真
田
昌

幸
の
父
、
幸
隆
に
岩
櫃
の
攻
略
を
命
じ
落

城
後
、
真
田
氏
が
代
々
支
配
し
て
き
た
。

幸
村
も
少
年
時
代
を
岩
櫃
城
で
過
ご
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
真
田
丸
で
も
そ
の

様
子
が
描
か
れ
、
放
映
に
合
わ
せ
て
本
丸

に
続
く
登
山
道
や
案
内
所
が
整
備
さ
れ
、

人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

岩
櫃
城
の
あ
る
東
吾
妻
町
内
を
流
れ
る
利

根
川
の
支
流
が
吾
妻
川
。
は
る
か
昔
に
火

山
が
噴
き
出
し
固
ま
っ
た
溶
岩
を
川
水
が

深
く
浸
食
し
て
作
ら
れ
た
の
が
吾
妻
渓
谷

で
、「
関
東
の
耶
馬
渓
」
と
も
称
さ
れ
国

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
新
緑
や
紅

葉
の
季
節
に
は
渓
谷
沿
い
を
通
る
真
田
街

道
（
国
道
１
４
５
号
線
）
が
大
渋
滞
す
る
。

　

そ
の
吾
妻
渓
谷
に
建
設
さ
れ
て
い
る
の

が
、
首
都
圏
の
水
資
源
の
安
定
確
保
を
目

的
と
し
た
八
ッ
場
ダ
ム
。
民
主
党
政
権
時

代
に
当
時
の
前
原
国
土
交
通
大
臣
が
建
設

中
止
を
表
明
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
完

成
す
れ
ば
国
内
最
大
級
の
貯
水
量
と
な
る
。

　

周
辺
整
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
水
没

予
定
地
を
通
る
国
道
１
４
５
号
線
や
Ｊ
Ｒ

吾
妻
線
は
新
ル
ー
ト
に
切
り
替
え
ら
れ
、

同
じ
く
ダ
ム
の
底
に
沈
む
名
湯
、
川
原
湯

温
泉
や
住
宅
地
も
高
台
に
移
転
し
て
い
る
。

　

ダ
ム
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
新
た
な
観
光
名
所
も
生
ま
れ
て
い
る
。

バ
イ
パ
ス
沿
い
に
は
道
の
駅
「
八
ッ
場
ふ

る
さ
と
館
」
が
オ
ー
プ
ン
。
無
料
の
足
湯

や
24
時
間
利
用
可
能
な
ト
イ
レ
、
コ
ン
ビ

ニ
、
直
売
所
が
あ
り
、
車
中
泊
も
歓
迎
と

い
う
、
旅
好
き
の
ハ
イ
エ
ー
ス
オ
ー
ナ
ー

に
は
魅
力
的
な
道
の
駅
。
駅
の
す
ぐ
横
に

架
か
る
不
動
大
橋
か
ら
の
眺
め
も
絶
景
だ
。

●中之条の中心部にあ
る「ミュゼ」でおあつ
らえ向きの顔ハメ看板
を発見し、編集担当の
松森嬢と撮影。看板の
デザインモチーフにな
っている鳥追い祭とは
田畑の作物を荒らす鳥
獣を追い払い、五穀豊
穣や町内厄除、家内安
全を祈願するため始め
られたとされる。毎年
１月14日に神事の後、
男衆が太鼓をたたきな
がら町内を練り歩く

●利根川流域の生命・財産を洪水から守るとと
もに、首都圏の水資源の安定確保を目的とした
国家プロジェクトとして、昭和27年から調査が
行なわれ、平成31年度の完成を目指して吾妻川
中流に建設中の多目的ダム。下流に建設される
八ッ場発電所ではダムに貯水した水を使い、水
位を利用して発電が行なわれ、名勝地の吾妻峡
の景観を保つために必要な水を吾妻川に流す

●コンビニ（７時～
19時）や24時間利用可
能なトイレ、地元の特
産品や新鮮や野菜を揃
えた農産物市場が備わ
り、大型駐車場での車
中泊もOK。近隣には
日帰り温泉があり、食
堂では名物の八ッ場ダ
ムカレーが味わえる

●写真は本丸下に延びる長大な堅堀。
幅の広さが規模の大きさを物語る。
東西約1.9㎞の尾根線上に主な遺構
があり、南側は谷を自然の堀として、
南東側は岩櫃山の山裾の斜面が壁面
になり、吾妻川を自然の堀とするな
ど、地形のメリットを生かした天然
の要害だ。岩櫃城の南側には武田勝
頼を迎い入れるためにわずか３日で
建てられたとされる潜龍院跡がある

●道の駅の裏手には天然
温泉が引かれた無料の足
湯がある。目の前に広が
る大自然や不動大橋を眺
めながらドライブで疲れ
た足首を温めることで血
行がよくなり、新陳代謝
を高める。備え付けの足
湯タオルは200円で販売 ●関越道・高崎玉村スマートICから約６㎞の

場所にあるフレックス・ドリームの高崎店で
LINE-X＆リフトアップ仕様のFD-BOX２T改
を受け取りいざ出陣。クロカン四駆風のルック
スはアウトドアムード満点

●南北朝時代に標高802.6mの
岩櫃山の中腹に築かれた山城。
頂上から200ｍ下った場所に本
丸と二の丸、中城がある。城郭
の大きさは上州最大規模で、甲
斐の岩殿城、駿河の九能城と並
び武田領内の三名城と称された

●道の駅八ッ場ふるさと館のやや東
にあるのが、着々と進行するダム本
体工事を間近で見られる「やんば見
放台」。近くにある八ッ場大橋から
はダムサイトや吾妻渓谷が見渡せる

●平成27年にオープンした「やんば
見放台」。対岸で発破を掛ける様子
や川原湯地区、八ッ場大橋などが一
望できる新たな観光スポット。発破
実施の有無や時刻は工事看板に記載

●完成すれば国内最大の貯水量となる八ッ場ダム湖を横断する不動大橋。長さは590mで
世界初の複合トラス橋として橋梁ファン注目の的。紅葉シーズンの眺めは最高だ

ゆのめ・よしあき

旅人

大

変
わ
る
川
原
湯
と
、変
わ
ら
な
い
川
原
湯

戦
国
の
世
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
勇
壮
な
る
真
田
氏
。上
田
城
を
訪
問
し
た
一
行
は
次
の
目
的
地
、群
馬
を
目
指
す
。

旅
の
は
じ
ま
り
は
一
族
が
拠
点
を
築
い
た
吾
妻
地
域
か
ら
。そ
こ
に
は
か
つ
て
ダ
ム
建
設
で
話
題
に
な
っ
た
温
泉
地
が
あ
っ
た
。

行ってきます！

ダ
ム
が
崩
壊
！

八ッ場ダム

道の駅 八
や ん ば

ッ場ふるさと館
群馬県吾妻郡長野原町林1567-4
☎0279-83-8088

　ふんどし姿の男たちが湯
をかけ合って湯の神様に感
謝するユニークな行事「湯
かけ祭り」。毎年１月20日
の早朝に川原湯温泉で開催
されており、天下の奇祭と
して知られている。これま
で旧川原湯温泉の共同浴場
「王湯」前で行なわれてい
たが、2015年から代替地に
建てられた「王湯会館」（写
真上）前に場所を移して継
続されている。われわれも
取材を試みたものの、大雪
で交通が麻痺し断念。見た
かったなあ…（祭りの写真
は長野原町提供）

天下の奇祭
湯かけ祭り

岩
い わ

櫃
び つ

城跡 群馬県吾妻郡東吾妻町原町

ハイエースでゆく
Nipponにっぽん

自遊旅群馬
真田街道真田を追って上州へ

手柄取ったり！ 群馬旅
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馬
は
日
本
屈
指
の
温
泉
県
。
兵
庫

の
有
馬
、
岐
阜
の
下
呂
と
と
も
に

日
本
三
名
泉
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、
毎

分
３
万
２
０
０
０
ℓ
以
上
と
、
自
然
湧
出

量
で
日
本
一
を
誇
る
草
津
温
泉
を
筆
頭
に
、

長
篠
の
戦
い
で
織
田
・
徳
川
の
連
合
軍
に

敗
れ
た
武
田
勝
頼
が
負
傷
者
を
治
療
す
る

目
的
で
、
源
泉
を
各
浴
槽
に
引
湯
す
る
た

め
に
真
田
昌
幸
に
命
じ
て
造
ら
せ
た
と
さ

れ
る
石
段
街
で
有
名
な
伊
香
保
温
泉
な
ど
、

４
５
５
の
源
泉
と
１
０
０
カ
所
以
上
の
温

泉
地
が
観
光
客
を
も
て
な
す
。

　

な
か
で
も
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
泉
質
に
優

れ
た
名
湯
が
ひ
し
め
く
の
が
、
群
馬
北
西

に
位
置
し
、
新
潟
・
長
野
に
接
す
る
県
境

の
町
、
中
之
条
。
首
都
圏
か
ら
鉄
道
や
直

行
バ
ス
で
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
草
津
や
伊

香
保
に
比
べ
る
と
や
や
不
便
だ
が
、
マ
イ

カ
ー
利
用
な
ら
関
係
な
い
。
平
日
で
も
観

光
客
で
に
ぎ
わ
う
草
津
に
比
べ
、
喧
騒
か

ら
離
れ
た
自
然
の
な
か
で
ゆ
っ
た
り
過
ご

せ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
秘
湯
気
分
も
味
わ

え
る
の
で
、
温
泉
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
。

　

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
た
か
っ
た
の
が
山
間
の

六
合
地
区
に
あ
る
尻
焼
温
泉
。
痔
の
治
療

に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
、
川
底
の
石
に
腰

を
下
ろ
し
て
入
浴
し
た
こ
と
か
ら「
尻
焼
」

と
名
付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
川
底
か
ら

温
泉
が
湧
き
出
て
い
て
、
場
所
に
よ
っ
て

は
熱
過
ぎ
る
ほ
ど
。
や
っ
と
の
こ
と
で
温

め
の
場
所
を
探
し
当
て
、
ハ
ル
ゼ
ミ
の
大

合
唱
を
聞
き
な
が
ら
じ
っ
く
り
入
浴
し
た
。

　

中
之
条
町
の
中
心
に
あ
る
真
田
ゆ
か
り

の
史
跡
が
林
昌
寺
。
戦
国
時
代
に
荒
廃
し

た
が
、
再
建
へ
と
導
い
た
の
が
武
田
信
玄

の
家
臣
で
あ
る
真
田
幸
隆
の
弟
、
矢
沢
薩

摩
守
頼
綱
だ
。
後
に
こ
の
地
の
領
主
と
な

っ
た
幸
隆
の
子
、
昌
幸
が
六
文
銭
の
寺
紋

と
改
修
資
金
を
与
え
、
寺
勢
を
伸
ば
し
た
。

　

真
田
と
の
強
い
つ
な
が
り
を
示
す
証
が
、

本
堂
と
観
音
堂
の
屋
根
に
見
ら
れ
る
六
文

銭
の
寺
紋
。
境
内
に
は
町
指
定
の
天
然
記

念
物
「
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」
や
、〝

平
成
お

じ
さ
ん〟〝

ブ
ッ
チ
ホ
ン〟

な
ど
数
々
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
人
気
を
集
め
た
第
84

代
内
閣
総
理
大
臣
の
小
渕
恵
三
氏
な
ど
、

中
之
条
ゆ
か
り
の
人
物
の
墓
が
点
在
す
る
。

　

中
之
条
へ
の
知
識
を
深
め
る
た
め
に
足

を
運
ん
だ
の
が
、
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館 

ミ
ュ
ゼ
。
明
治
18
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
吾

妻
第
三
小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し
て
い
て
、

時
代
や
テ
ー
マ
別
に
分
け
ら
れ
た
展
示
室

で
は
約
６
０
０
０
点
の
町
に
関
す
る
歴

史
・
民
俗
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
初
期
の
疑
洋
風
建
築
の
校
舎
は
県

指
定
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
て
、
レ

ト
ロ
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
は
欧
米
文
化
に

慣
れ
親
し
ん
だ
現
代
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
通

用
す
る
レ
ベ
ル
。
こ
こ
を
背
景
に
今
回
の

旅
に
供
し
た
フ
レ
ッ
ク
ス
ド
リ
ー
ム
高
崎

店
の
デ
モ
カ
ー
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
‐
Ｘ
仕
様
の

Ｆ
Ｄ
‐
Ｂ
Ｏ
Ｘ
２
Ｔ
改
と
絡
め
て
撮
影
し

た
の
が
左
下
の
カ
ッ
ト
で
、
和
装
が
よ
く

似
合
う
モ
デ
ル
は
編
集
部
の
松
森
嬢
だ
。

　

彼
女
は
大
学
の
史
学
科
で
学
ん
だ
正
真

正
銘
の
「
歴
女
」
で
、
戦
国
時
代
に
関
す

る
造
詣
も
深
く
、
自
ら
着
付
け
を
こ
な
す

ほ
ど
和
装
を
愛
す
る
大
和
撫
子
。
い
つ
も

は
オ
ッ
サ
ン
ば
か
り
で
む
さ
苦
し
い
!?　

本
企
画
だ
が
、
和
装
の
松
森
嬢
が
「
一
服

の
清
涼
剤
」
と
し
て
誌
面
に
華
を
添
え
た
。

群

古
き
よ
き
時
代
の
日
本
が
残
る
町
、中
之
条

里
山
、旧
制
小
学
校
、地
元
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
…
…
そ
ん
な
中
之
条
町
の
風
景
は
、年
長
者
に
は
懐
か
し
く
、若
い
人
に
は
新
し
い
。

隔
年
で
意
欲
的
な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
も
催
し
て
い
る
、ま
さ
に
新
旧
が
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
町
で
、わ
れ
わ
れ
は
妖
精
を
見
た
!?

●無料で24時間いつでも入浴でき、裸のままで
も水着着用でもどちらでもOK。川岸に屋根付
きの湯小屋が備わり、ここを脱衣所代わりに使
えそう。ハイエースなら車内で着替えられるの
で問題ない。駐車場は少し離れた場所にある

尻焼温泉
群馬県吾妻郡中之条町入山

●まるで天然の温水プールのようで、ボール
投げなど川遊びも楽しい。調子に乗って泳い
だら湯あたりした。増水時は入浴できない

●カフェに併設されたショップ
では地元の工芸作家が作った作
品や、素材や製法にこだわった
特産品が販売されおみやげに最
適。写真のジェラートはテナン
トのひとつ「ロカーレ・ジェラ
ート」で味わえる。四万湖の青
い湖水をイメージした「四万ブ
ルー」が人気のフレーバー

　長笹沢川の川底から湧き出る温
泉で、川自体が大きな露天風呂に
なっているユニークな天然温泉。
痔の治療に効果があるとされ、川
底の石に腰を下ろして入浴する姿
がお尻を焼いているように見える
ことから「尻焼」と名付けられた。

●つむじ風をイメージした円形の
建物には観光協会やカフェ、雑貨
店、食堂、ベーカリー、ジェラー
ト店など多彩なテナントが入る

中之条町ふるさと交流センター
つむじ

中之条町歴史と民俗の博物館
ミュゼ

群馬県吾妻郡中之条町中之条町938

☎0279-26-3751

群馬県吾妻郡
中之条町中之条町947

☎0279-75-1922

　地産食材を生かしたカフェ、伝
統工芸品や作家の一点モノが揃う
ショップ、四万温泉の湯が楽しめ
る足湯など、たくさんの「楽しい」
を集めた中之条エリアの情報・文
化発信基地。ワークショップの催
しやアートの展示も行なわれる。

　モダンな外観の本館は明治18年
に旧吾妻第三小学校として開校し、
昭和53年に明治初期の洋風学校建
築の数少ない建造物として群馬県
指定の重要文化財になった。

　その後、町の歴史民俗資料館と
して使われ、平成22年に博物館と
して登録された。館内は教室の雰
囲気を残しつつ、町の歴史や民俗
に関する展示室に活用している。

●四万の湯を手軽に楽し
める足湯（ゆさんだむし
ぇ）。天井が高く開放感
に満ちた雰囲気でゆった
り温浴できる。足拭きタ
オルは50円。湯はスタッ
フにより定期的に四万温
泉から運ばれている

●つむじのマスコットキャ
ラクター「つむじくん」

●経年劣化や中越地震や東日本大震
災で生じた漆喰壁のひび割れの修復
が行なわれ、約130前に建てられた
当時の美しい外観が復活した

●常設展示室には
真田氏の合戦や真
田忍者に関する、
興味深い資料が。
JR吾妻線の郷原
駅近くで出土し、
国の天然記念物に
も指定されている
ハート形土偶のレ
プリカなども展示

●１階では暮らし
の変遷が分かりや
すいように展示。
開校当時の教室が
再現されていて、
小学校の２人掛け
の机や椅子、年代
別の教科書が展示
され、130年前に
タイムスリップ

●長い渡り廊下は
木の板張りで、歩
くたびに「ミシミ
シ」と音がする。
ドラマや映画でし
か見たことのない
いにしえの光景で、
鉄筋コンクリの校
舎しか知らない世
代にはとても新鮮

●文安年間（1444～ 1449年）に、天台宗の僧侶である長馨によって創建されたと伝えら
れる。戦国時代に一度荒廃したものの、武田信玄の家臣だった真田幸隆の弟、矢沢薩摩守
頼綱が再建へと導いた。写真は本堂手前にたたずむ山門。左右に仁王像が安置されている

●四百年以上前に建立され
た本堂の格天井には鮮やか
な天井画が（通常非公開）。
境内には町指定天然記念物
のシダレザクラやゆかりの
人物の墓、石仏、供養塔な
どが点在している

●本堂と観音堂の屋根に見られ
る六文銭の寺紋が真田との強い
つながりを示す。戦時の色合い
が濃い六文銭に対し、結び雁金
は雁の両羽を円形に捩じった紋
を結んだ形で、平時に使われた

林昌寺
真田家

２つの家紋

群馬県吾妻郡中之条町伊勢町1002

ハイエースでゆく
Nipponにっぽん

自遊旅群馬
真田街道真田を追って上州へ

手柄取ったり！ 群馬旅

9091



　

た
く
み
の
里
へ
の
道
す
が
ら
立
ち
寄
っ

た
の
が
、
豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一
を
果
た

す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
名
胡
桃
城
。
東
吾

妻
の
岩
櫃
城
と
並
ぶ
真
田
の
重
要
拠
点
と

し
て
、
ド
ラ
マ
で
も
名
胡
桃
の
領
有
に
強

く
こ
だ
わ
る
昌
幸
像
が
描
か
れ
て
い
た
。

　

利
根
川
の
浸
食
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
利

根
沼
田
の
河
岸
段
丘
。
そ
の
地
形
的
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
、
急
な
崖
（
段
丘
崖
）
の

上
に
あ
る
平
ら
な
台
地
（
段
丘
面
）
に
築

く
こ
と
で
、
自
然
の
要
害
に
守
ら
れ
た
難

攻
不
落
の
城
と
し
て
敵
の
侵
略
を
防
げ
る
。

　

利
根
川
の
東
側
に
あ
る
沼
田
城
は
北
条

氏
の
支
配
下
に
あ
り
、
そ
れ
と
対
峙
す
る

西
側
の
高
台
に
沼
田
攻
略
の
前
線
基
地
と

な
る
名
胡
桃
城
が
武
田
勝
頼
の
命
を
受
け

た
真
田
昌
幸
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
ほ
ど
な

く
調
略
に
よ
っ
て
沼
田
城
を
手
に
入
れ
た
。

　

武
田
氏
が
滅
ん
だ
後
も
利
根
沼
田
は
北

条
氏
と
真
田
氏
の
間
で
領
土
争
い
が
絶
え

ず
、
天
下
統
一
を
目
指
す
秀
吉
は
関
東
・

奥
州
の
大
名
に
対
し
私
闘
を
禁
じ
る
「
惣

物
事
令
」
を
出
し
、
全
国
の
諸
大
名
に
上

洛
を
命
じ
た
。
し
か
し
北
条
氏
政
・
氏
直

は
上
洛
の
条
件
と
し
て
利
根
吾
妻
の
領
有

を
主
張
。
こ
れ
に
対
し
て
昌
幸
が
「
名
胡

桃
城
は
絶
対
に
渡
せ
な
い
」
と
訴
え
た
結

果
、
秀
吉
は
利
根
川
を
境
に
東
側
を
北
条
、

西
側
を
真
田
に
と
の
裁
定
を
下
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
沼
田
城
代
の
猪
俣
邦
憲
が
名

胡
桃
城
を
不
法
に
攻
略
。
こ
れ
に
激
怒
し

た
秀
吉
は
北
条
討
伐
を
全
国
の
大
名
に
命

じ
、
22
万
も
の
兵
を
小
田
原
に
集
め
、
抵

抗
む
な
し
く
北
条
氏
は
降
伏
す
る
。

　

こ
こ
に
５
代
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て
関

東
に
君
臨
し
た
北
条
氏
は
滅
亡
し
、
約
１

２
０
年
続
い
た
戦
国
時
代
が
幕
を
閉
じ
た
。

こ
の
小
さ
な
山
城
が
き
っ
か
け
で
時
代
が

変
わ
っ
た
と
は
、
や
は
り
歴
史
は
面
白
い
。

す
が
の
歴
女
も
歴
史
散
策
ば
か
り

で
は
堅
苦
し
く
、
少
し
は
ド
ラ
イ

ブ
気
分
を
味
わ
い
た
い
は
ず
。
そ
こ
で
、

真
田
街
道
か
ら
横
道
に
そ
れ
て
、
群
馬
県

最
北
の
み
な
か
み
方
面
に
進
路
変
更
。

　

関
越
道
・
月
夜
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
17
号

線
経
由
で
約
15
分
、
か
つ
て
上
州
と
越
後

を
結
ん
だ
旧
三
国
街
道
沿
い
の
宿
場
町
、

須
川
宿
に
あ
る〝

た
く
み
の
里〟

で
手

作
り
体
験
を
す
る
た
め
に
立
ち
寄
っ
た
。

　

こ
の
辺
り
は
街
道
屈
指
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
た
が
、
明
治
時
代
に
メ
イ
ン
ル
ー

ト
か
ら
外
れ
る
と
活
気
を
失
っ
た
。
し
か

し
１
９
８
０
年
代
に
町
お
こ
し
の
一
環
で

往
時
を
し
の
ば
せ
る
街
並
み
に
整
備
さ
れ
、

現
在
は
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
で
は
農
閑
期
の
副
業
と
し
て

木
工
や
ワ
ラ
細
工
な
ど
工
芸
品
作
り
が
盛

ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
た
く
み
の
里
で

は
優
れ
た
技
術
を
持
つ〝
匠〟
か
ら
直
接

指
導
を
受
け
な
が
ら
工
作
体
験
が
で
き
る
。

　

陶
芸
、
繭
工
芸
、
竹
細
工
、
七
宝
焼
き

な
ど
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
多
種
多
様
だ
が
、

今
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
は
み
な
か
み
町

発
祥
の
教
育
用
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
の
絵
付
け
。

　

利
根
川
上
流
の
国
有
林
で
育
っ
た
サ
ク

ラ
、
ブ
ナ
、
ク
リ
、
ミ
ズ
キ
の
４
種
類
の

木
材
か
ら
選
ん
で
、
好
み
の
音
色
の
カ
ス

タ
ネ
ッ
ト
が
作
れ
る
。
職
人
の
手
作
業
で

美
し
く
成
形
さ
れ
た
パ
ー
ツ
を
組
み
立
て
、

表
面
に
絵
や
文
字
を
描
け
ば
立
派
な
お
土

産
に
変
身
。
旅
の
記
念
に
う
っ
て
つ
け
だ
。

さ

●メインストリートの宿場通りに
ある水車前でFD-BOX ２T改を
撮影。雰囲気を台無しにする派手
な看板や電柱が目立たないのでま
るで時代劇の１シーンのよう。旧
街道を往く武士のような風格だ

宿
場
町
に
響
く
水
車
や
蹄
鉄
の
音

真
田
街
道
に
沿
っ
て
吾
妻
地
域
か
ら
利
根
沼
田
地
域
へ
。関
東
平
野
を
貫
く
大
河
、利
根
川
の
流
域
へ
と
移
る
。

群
馬
か
ら
新
潟
へ
と
続
く
三
国
街
道
に
あ
る
、体
験
施
設
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
旧
宿
場
町
で
ひ
と
休
み
。

たくみの里
群馬県利根郡みなかみ町須川847

☎0278-64-2210
　東京ドーム約70個分に相当する約3.3㎢の集落に、昔なが
らの手法をそのままに、木工や竹細工、和紙などの手作り体
験ができる「たくみの家」が点在する。かつて農閑期の副業
として木工やワラ細工などの工芸品作りが盛んに行なわれて
いた名残であり、優れた技とノウハウを持つ各分野の「匠」
から直接指導を受けながらオリジナルの作品が作れる。

●たくみの里にある直売所。み
なかみ町特産の大粒大豆オオツ
ルを使った手作りの豆腐や、の
むヨーグルト、ヘルシーな塩ヨ
ーグルトなどが人気商品

●カスタネット上部と下部の木を４種の
木材から選ぶ。それぞれ音色や木目、色
が異なるので、比較して好みのものを選
ぼう。次にマジックで絵付け。松森嬢は
真田赤備え姿のぐんまちゃん、筆者はロ
ーカルテレビ局のキャラクターを描いた

●たくみの里内は
徒歩やレンタルサ
イクルで散策でき
る。ばん馬の「カ
ン太」くんが引く
周遊馬車は当地の
名物。夏期を中心
に運行しているが、
足を負傷したため
引退も近いとか。
会いに行くならお
早めに！

●城の本体になる本
郭がむき出しになら
ないように設けられ
た「ささ郭」の先端
にある袖郭付近から
沼田方面を望む。沼
田城址は右の山に隠
れて見えないが、沼
田台地の様子が一望
でき、対岸を支配す
る北条の動きを把握
するには格好だろう

●城の出入り口の外側に堀や土塁で造った防
御・攻撃施設が馬出。それが発達して大型化
したものが出丸と呼ばれ、大坂城に真田幸村
が築いた真田丸もそのひとつ。発掘調査で掘
から鉛や銅合金の鉄砲玉が発見された

●案内所で城の概要を分かりやすく編集した
ビデオや、城を鳥瞰できるジオラマを見て予
備知識を深めてから城址見学すると各施設の
役割が理解しやすくなる。朱印状や小田原攻
めに関する書状の写しなども展示されている

●
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
で
城
址
を
じ
っ
く
り
見
学
。
写
真
は
大
正
13
年
に
名
胡
桃
城
址
保

存
会
に
よ
っ
て
本
郭
中
央
に
建
立
さ
れ
た
石
碑
で
、
付
近
の
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
安
山
岩
を
使

用
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
思
想
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
徳
富
蘇
峰
に
よ
る
揮
毫

名
な ぐ る み

胡桃城址 群馬県利根郡みなかみ町下津

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
の

絵
付
け
体
験

見学

絵付け

完成！

材料
選び

ひもを
通す

ハイエースでゆく
Nipponにっぽん

自遊旅群馬
真田街道真田を追って上州へ

手柄取ったり！ 群馬旅

9293



延
長
３
２
３
㎞
と
信
濃
川
に
次
い

で
日
本
で
２
番
目
に
長
い
利
根
川

は〝

坂
東
太
郎〟

の
異
名
を
持
つ
。
こ

れ
は
関
東
で
一
番
大
き
な
川
と
い
う
意
味

で
、
流
域
面
積
は
日
本
一
。
真
田
と
北
条

も
こ
の
川
を
は
さ
ん
で
に
ら
み
合
っ
た
。

　

み
か
か
み
町
は
利
根
川
の
上
流
域
に
あ

り
、
日
本
百
名
山
の
谷
川
岳
で
の
登
山
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
利
根
川
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
急
流
を
生
か
し
て
川
を
下
る
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
や
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
シ
ャ
ワ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
沢
登
り
）、
湖
で
の
カ

ヌ
ー
な
ど
、
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
楽
し

む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
充
実
し
て
い
る
。

　

筆
者
と
松
森
嬢
は
ブ
リ
ッ
ジ
バ
ン
ジ
ー

ジ
ャ
ン
プ
に
挑
戦
。
紅
葉
の
名
所
と
し
て

有
名
な
諏
訪
峡
大
橋
に
設
け
ら
れ
た
ジ
ャ

ン
プ
台
に
立
つ
と
、
想
像
以
上
の
恐
怖
に

襲
わ
れ
た
。
高
低
差
は
42
ｍ
で
10
階
建
て

の
ビ
ル
に
相
当
。
心
拍
数
が
高
く
な
る
の

を
感
じ
な
が
ら
、
目
線
は
正
面
の
谷
川
岳

に
。「
こ
こ
で
飛
ば
な
き
ゃ
男
が
廃
る
」と
、

意
を
決
し
谷
底
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
。
ロ
ー
プ

が
伸
び
切
る
ま
で
わ
ず
か
数
秒
だ
が
、
人

生
最
高
の
ス
リ
ル
を
体
験
で
き
た
。
こ
の

緊
張
感
と
達
成
感
、
ぜ
ひ
お
試
し
あ
れ
。

　

上
州
旅
の
終
着
点
は
沼
田
城
。
初
代
城

主
の
真
田
信
幸
か
ら
沼
田
の
真
田
氏
は
５

代
続
き
、
当
地
の
経
営
に
あ
た
っ
た
。
河

岸
段
丘
上
に
あ
る
城
下
町
の
い
た
る
所
に

六
文
銭
の
真
っ
赤
な
ノ
ボ
リ
が
た
な
び
き
、

ド
ラ
マ
の
人
気
ぶ
り
を
改
め
て
実
感
し
た
。

総

●高さ42mの諏訪峡大橋のほか全国４カ所
でブリッジバンジージャンプを実施。最高
は茨城県の常陸太田市にある竜神大吊橋で
高さ100m。42mは初心者向けらしいが、
度胸試しにはじゅうぶん過ぎるぐらい。命
綱が伸び切り数回バウンドして宙を舞った
後、川岸で待機するボートに回収され、チ
ャレンジ記念の認定書が手渡される

●セカンド／サー
ドシートは立体成
形の1300㎜幅T-R 
EVOで、フォー
スシートは純正の
跳ね上げ式。ロン
グスライドレール
がセットされ、シ
ートを前方に移動
させるとトランポ
並みの荷室長が得
られる。サブバッ
テリーやFFヒー
ター、350Wイン
バーターをセット
にした車中泊パッ
ケージも設定

●誌面を飾るFD-BOX２T改は高崎店の試
乗車。リフトアップやオールテレインタイ
ヤの乗り心地やハンドリングを体感できる

ア
ウ
ト
ド
ア
パラ
ダ
イ
ス
、み
な
か
み
で
昇
天
！

一
世
一
代
の

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
！

利
根
川
を
さ
か
の
ぼ
り
源
流
の
郷
へ
。そ
こ
は
登
山
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、自
然
派
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
聖
地
と
呼
ば
れ
る
場
所
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
イ
ル
の
ハ
イ
エ
ー
ス
は
ま
さ
に「
水
を
得
た
魚
」の
ご
と
く
本
領
を
発
揮
。旅
の
ラ
ス
ト
を
駆
け
抜
け
る
！

ハイエースでゆく
Nipponにっぽん

自遊旅群馬
真田街道真田を追って上州へ

手柄取ったり！ 群馬旅

バンジージャパン
群馬県利根郡みなかみ町小日向143

☎0278-72-8133
●ジャンプエリアでは経
験豊富なスタッフが安全
基準に基づいて器具を調
整、何度もチェックして
くれる。あとは勇気を出
して飛ぶだけだ

●ラフティングやカヌーなど、
みなかみはアウトドアがさかん。
今回編集部が挑戦するのは…

●2007年にスタートし、年間7000人以
上が挑戦する、日本でもっとも歴史あ
るブリッジバンジージャンプ。谷川岳
を正面に望み大自然の懐へ飛び込もう

●利根川にかかる諏訪峡大橋は水上温泉の玄関口。橋の中ほどにあるジャンプエリアからは清流
と谷川岳が一望できる。運がよければJR上越線を走るSLやラフティングの一群に出会えるかも

●公園のシンボル、鐘楼。
信之と小松姫の子、信吉が
領内の安泰を祈願して鋳造
させた「城鐘」を保護する
ため建てられた鐘楼を復元
したもの。公園にある城鐘
はレプリカで、本物は沼田
市内で開催されている「真
田丸展」（2017年３月31日
まで）で公開されている

●信之と小松姫の石像の台座に、
賽銭代わりに納められた六紋銭風
の５円玉。沼田をはじめ、真田街
道のいたるところで「真田の赤備
え」の色遣いをあしらったノボリ
を目にした。街道は今まさに真田
ブームで赤く燃えさかっている！

●天文元（1532）年、沼田
氏が築いた沼田城は戦乱を
経て天正18（1590）年に真
田家の居城となる。初代沼
田城主となった信之（幸村
の兄）は領内の復興に努め、
当地に安泰の世をもたらし
た。園内には信之とその妻、
小松姫の像が立っている

沼田城址公園 群馬県沼田市西倉内町594

群馬県高崎市上中居町377-5
☎027-387-0819　水曜休

乗車定員：10人　就寝人数：２人
登録ナンバー：３

「
ハ
イ
エ
ー
ス
＋
群
馬
」
と
い
う
旅
の
テ

ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
撮
影
車
と
し
て
選
ん

だ
の
が
、
フ
レ
ッ
ク
ス
・
ド
リ
ー
ム
高
崎

店
の
デ
モ
カ
ー
。
２
／
３
列
目
に
マ
ル
チ

ア
ク
シ
ョ
ン
の
３
人
掛
け
Ｔ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

シ
ー
ト
を
装
着
し
た
Ｆ
Ｄ
‐
Ｂ
Ｏ
Ｘ
２
Ｔ

改
で
、
対
座
や
フ
ラ
ッ
ト
ベ
ッ
ド
に
簡
単

に
ア
レ
ン
ジ
で
き
、
前
向
き
に
10
人
が
乗

車
可
能
。
さ
ら
に
、
重
歩
行
仕
様
の
フ
ロ

ア
に
ロ
ン
グ
ス
ラ
イ
ド
レ
ー
ル
を
組
み
込

み
、
シ
ー
ト
を
前
方
に
移
動
さ
せ
る
こ
と

で
１
９
０
㎝
超
の
荷
室
長
を
確
保
で
き
る

ト
ラ
ン
ポ
要
素
を
兼
ね
備
え
た
モ
デ
ル
だ
。

外
観
は
野
山
を
駆
け
抜
け
る
戦
国
武
将
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
ワ
イ
ル
ド
な
ス
タ
イ
ル

で
、
か
つ
て
の
Ｒ
Ｖ
ブ
ー
ム
全
盛
時
代
を

彷
彿
さ
せ
る
、
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
系
オ
ー
ル

モ
ー
ド
４
Ｗ
Ｄ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
。

　

足
ま
わ
り
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
2.5
イ
ン
チ

リ
フ
ト
ア
ッ
プ
キ
ッ
ト
を
装
着
。
前
後
バ

ン
パ
ー
と
ボ
ン
ネ
ッ
ト
、
オ
ー
バ
ー
フ
ェ

ン
ダ
ー
に
は
Ｓ
Ｕ
Ｖ
カ
ス
タ
ム
で
話
題
の

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
‐
Ｘ
」
塗
装
が
施
さ
れ
、
強

烈
な
オ
ー
ラ
を
放
つ
。
米
軍
お
墨
付
き
の

高
耐
久
塗
料
で
、
飛
び
石
や
ス
リ
傷
に
強

く
、
防
錆
・
滑
り
止
め
効
果
も
得
ら
れ
る
。

ル
ッ
ク
ス
と
機
能
性
を
両
立
し
た
新
世
代

ペ
イ
ン
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

内装：T-REVO1300㎜立体成形シート／ロングスライドレール／フルフラットベッド
展開／重歩行フローリング／純正４列目跳ね上げシート（特注シートカバー）／車中泊
パッケージプラス／走行充電式サブバッテリー／ FFヒーターなど
外装：特設色ライトイエロー／ frexdream2.5インチリフトアップキット／ LINE-Xデ
ザートカーキ塗装（415コブラby ２ボンネット・前後カバー）／ LINE-Xマットブラッ
ク塗装（JAOS前後スキットバー・CRSオーバーフェンダー・純正グリル）など

flexdream
ハイエースワゴンGL 4WD

FD-BOX2T改
フレックス・ドリーム高崎店

Shop Info.

Spec.

天下一の
つわものにな

る！

お
か
ー
さ
ー
ん
！

うわ〜！

もう立
てない

〜

がんばり
ましたの
認定書

9495


